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8 月 27 日に第 3 回ふちがみ綾子道政報告会を開催しました。前

回と同様に、ホテルユキタ会場とオンライン会場のハイブリッド方式

で、参加費は無料で行いました。今回も手話通訳付きでしたが、冒頭

のあいさつではわたしも手話で自己紹介し、北海道では平成 30 年に

手話言語条例が制定され、私たちも手話の普及推進に努めていると

述べました。 

前半は、わたしへの質問を 8 枚のパネルで示し、参加者に選んで

もらうというもので、北海道米の PR をされているタレントが出演して

いる月曜夜のテレビ番組のイメージです。議員活動に関することの

ほか、あまり知られていないが気になること、やや意地悪な質問な

ど、参加者に楽しんでいただけるようなものを用意しました。想定問答はあるていど用意していた

のですが、参加された方とのやり取りで進めていくと、想定していた質問とは全く違った方向に進

み、ほとんどアドリブでの答えになりました。また、「それで、議会中寝たことはあるのないの？」と

いった司会者のウィットに富んだ切り返しで、会場が笑いに包まれる（わたしにとっては厳しい）場

面もありました。 

後半は議員になって実際にあったことについて、みなさんが議員だったらこんなときどうする

か？例えば東区内の居酒屋で飲んでいたら同選挙区内の他会派の議員とばったり遭遇。どうふ

るまう？など 4 問を出題し、参加者に 4 択で答えていただきました。少数意見に耳を傾けること、も

しかしたらもっと良いアイデアがあるかもしれないという観点から各問

にはその他という選択肢を設けました。この問についてもその他の選

択肢で「打合せをする」という想像を越える答えがありました。 

来場者も参加する内容でしたが、前回よりも報告会らしい報告会と

なりました。ご参加いただいたみなさま、準備から手伝っていただい

た支援者、学生・他議員事務所などドットジェイピー関係者、事務所

関係のみなさま、北海道ろうあ連盟のみなさま、撮影のウエムラスタ

ジオ様、ホテルユキタのみなさま、構成から司会者まで務めていただいたマイクスタッフ、そして参

加できなくとも遠くから SNS 等で応援してくださったみなさまに心より感謝を申し上げます。 
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毎年 9 月中旬に札幌市で開催される『さっぽろレインボープライド』。多

様な性のあり方を多くの人に知ってもらうことが目的の一つです。今年も 2

日間にわたりたくさんの企業、団体、自治体等のブースが出展したほか、

ステージイベント、パレードが行われました。初出展した北海道庁のブー

スでは、道内市町村のパートナーシップ制度に関する展示が行われまし

た。派手な衣装やメイクの“ドラァグクイーン”の姿も多くみられ、わたしも

その一人として参加しました。 

LGBTQ+に関するイベントは世界、国内の各都市で開

催され、道内でも函館、旭川、小樽などへ広がりを見せて

います。政治的なメッセージの発信のみならず、観光やエ

ンターテインメントの要素も多く、より幅広い層が楽しみな

がら理解を深める機会となっています。 
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第 3 回定例会最終日の 10 月 4 日の本会議前にダイバ

ーシティ研究会が開催されました。この研究会は昨年 11

月に始まった超党派の学習会で、５回目の開催となる今

回は、NPO 法人北海道レインボー・リソースセンターL-

Port の代表理事中谷衣里さんより『LGBTQ+支援の現場

から～LGBTQ+当事者の現在とニーズ～』と題し、当事者

向け LINE 相談や居場所づくりなどの活動について講話を

いただきました。 
    

։ 連涪٦ةأه ։ 
 

このたび人権を所管する北海道庁環境

生活部より、LGBTQ+に関する啓発ポスタ

ーが制作されました。シンプルで様々な場

所になじみやすいデザインです。職場や

地域のコミュニティ施設等に掲示いただけ

れば幸いです。こちらからダウンロードす

ることができます。 
  

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/dms/jinken/jinken-hp/lgbt.html 

北海道 › 環境生活部 › くらし安全局道民生活課 › 性的マイノリティに関すること 
     

北海道のブース 

写真提供／北海道環境生活部道民生活課 
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ふちがみ事務所では年 2 回、インターン生を受け入れ、活動の一環として地域の事業者・団体

等を訪問し、施設を見学するとともに道政上の課題、要望等についてご意見を伺うという取り組み

を行っています。8 月から 9 月にかけて、3 名のインターン生を迎え、ともに活動しました。ご協力い

ただきました事業者・団体・自治体等のみなさまに心よりお礼申し上げます。 
                                                                                                                                                  

JR 苗穂工場 NPO 法人わくもふのいえ 環境広場さっぽろ 2024 

じょうてつバス 川沿営業所 安平町 一般社団法人ユアセル 

株式会社テンフードサービス 札幌市アイヌ文化交流センター 札幌市円山動物園 

札幌市博物館活動センター 社会福祉法人麦の子会 雪印メグミルク 酪農と乳の歴史館・札幌

工場 

道立動物愛護センターあいにきた 陸上自衛隊丘珠駐屯地 夕張中学校 
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平日毎朝 8～9 時に区内 2 か所において、日頃の活動や議会

での取り組みなどについてお話ししています。また、毎週日曜日

に路上にて交通安全の啓発活動を行っております。併せてごみ拾

いや、冬季には歩道の除雪や滑り止め剤撒きを行っています。見

かけたらどうぞお気軽にお声がけください。 
     
 

 
LGBTQ+に関することをはじめジェンダー平等、人権などのテー

マを中心に、各団体や学校、事業所などでの講演やトークセッショ

ンなどを行っています。また、高校や大学での研究発表のための

問い合わせやインタビュー等も多数お寄せいただいています。多

様な人が認められ、活躍できる社会を目指す上で、わたしの生い

立ちに関する話や議会でのこれまでの取り組みなどについて多く

の方に知っていただくことは重要な活動と考えていますので遠慮

なくお問い合わせいただければと思います。オンラインでの講演も受け付けています。 
                                                         

 

 
〒065-0011 

札幌市東区北 11 条東 8 丁目 1-3 高岡ビル 1 階 

TEL: 011-733-6007 FAX: 011-733-6008 

ふちがみ綾子公式ウェブサイト 

http://fuchigamiayako.jp/ 
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紙媒体から 

データでの受け 

取りに変更を希 

望される方につ 

いては、公式 

LINE からお送り

させていただきます。上記 QR コード

よりご依頼ください。 


